
　履　歴　書　（１）

	
	
ふりがな
氏　　　　名
	
	   令和　　年　　月　　日記入
	

	
	
	
	           年　　月　　日生
	

	
	現　　　　職
	
	

	
	
	
	

	
	







学　　　　歴
	
	

	
	
	
	

	
	免　　　　許
	　平成○○年○○月○○日 歯科医籍登録第○○○○号
	

	
	学　　　　位
	平成○○年○○月○○日 歯学博士（○○大学、第○○○○号）
	

	
	資　　　　格
	　平成○○年○○月○○日 日本○○○○学会専門医（第○○○号）
	


氏名欄は、自筆のこと
履　歴　書　（２）
	







職　　　　歴



















所属学会
	


業績目録
                                             　　　　　氏名　　　　　　　　

	原著論文：




著書：




総説：




学会特別講演・シンポジウム講演等：




特許等：







業績目録（記入例）
                                             　　　　　氏名　九州知子　　　

	原著論文：
1. Kyushu T., Shigaku J., and Kouku S. (2020): Neuronal death in the central nervous system-----. J. Physiol. ○○：○○○－○○○　IF: ○.○○　被引用回数: ○回
2. 九州知子、歯学次郎(2019):ニューロンおよび－－－－－－．口腔○○学雑誌 ○○：○○○－○○○
3.

著書：
1. Kyushu T. (2020): Neuronal death in the central nervous system----. In Methods in Enzymology (Wu R., Yamamoto K., and Kouku., eds.）Vol.○○, pp. ○○－○○, Academic Press, New York.
2. 九州知子 (2020)：ミュータンスレンサ球菌の初期付着.「う触細菌の分子生物学」(○○○、△△△、編)、pp. ○○－○○、△△△出版、東京
3.

総説：
1. Kyushu T. (2020): Neuronal death in the central nervous system----. Jpn. J. Physiol. ○○：○○－○○
2. 
3. 

学会特別講演・シンポジウム講演等：
1. 九州知子：中枢神経系における細胞死．第○○回日本○○学会シンポジウム「○○○○○------------」2019年3月、東京
2. 
3. 

特許等：
1. 特許等の名称，発明者名，権利者名、特許等の種類・番号、出願年月日、取得年月日






科学研究費補助金および各種研究助成金等の受領状況ならびに各種研究課題への参画状況

                                          氏　名

	
	
研究代表者として獲得したもの
	研究期間
	研究費名称
	研  究  課  題  名
	交付金額(千円)
総額
(分担額)
	

	
	
	
	
	
	    
	

	
	
研究分担者として獲得したもの
	研究期間
	研究費名称
	研究代表者名
	研  究  課  題  名
	交付金額(千円)
総額
(分担額)
	

	
	
	
	
	
	
	　
	

	
	
その他研究協力者等として参画した研究課題
	研究期間
	研究費名称
	研究代表者名
	研  究  課  題  名
	交付金額(千円)
総額
(分担額)
	

	
	
	
	
	
	
	　　 
	


記載上の注意事項（教授候補者）

１.　履歴書
 (1)	学歴欄には大学学部入学以降の学歴、研究生及び専攻生その他の研究歴を記入すること。
 (2) 免許欄には取得年月日、免許の種類、登録番号を記入すること。
 (3)	学位欄には授与年月日、博士名、学位番号及び大学名を記入すること。
 (4)	資格欄には学会認定専門医および指導医等の取得年月日、認定学会名、登録番号を記入すること。
 (5)	職歴欄には職歴のすべてについて記入し、職名もしくは身分も明記すること。
 (6)	所属学会欄には役職名も記入すること。
 (7)	様式はA4版とし、別紙に準じて適宜作成すること。

２.　業績目録
 (1)	別紙記入例により、原著論文、著書、総説、学会特別講演・シンポジウム講演等、特許等の順に記入すること（新しいものから順に記入のこと）。
 (2)	学会特別講演・シンポジウム講演等欄には特別講演、シンポジウム、教育講演のみを記入すること。
 (3)	共著の場合は本人の氏名を含め、全員の著者名を当該著書、論文等に記載された順番に記入すること。また、本人の名前にアンダーラインを引くこと。
[bookmark: _GoBack] (4)	別刷を提出した10編の代表的論文には番号に○印を付すこと。なお、特に代表的な5編の論文には番号に◎印を付すこと。
 (5)	投稿中の論文は記載しないこと。印刷中の論文は記入し、受理証明書を添付すること。
 (6)	原著論文には掲載年に拘わらず、2020年版Journal Citation Reportsの2019年のインパクトファクター（IF）およびWeb of Knowledgeによる現在までの論文被引用回数を記入すること。
 (7)	様式はA4版とし、別紙に準じて適宜作成すること。

３.　業績のまとめ
 (1) 	業績を2015年以前と2016年以降に分け、論文数、IFおよび被引用回数の合計を記入すること。
 (2)	IFおよび被引用回数が不明な場合は0として計算すること。
 (3)	様式はA4版とし、別紙に準じて適宜作成すること。

４.　科学研究費補助金および各種研究助成金等の受領状況ならびに各種研究課題への参画状況
 (1)	今までに受領した研究費を、研究代表者として受けたものと研究分担者として受けたものにわけ、それぞれの研究期間（西暦）、研究費名称（科学研究費、他省庁、公私団体の研究助成金等）、研究代表者名、研究課題名、交付金額を（直接経費を総額（分担金）に分けて）記入すること（新しいものから順に記入のこと）。
 (2)	研究協力者や連携研究者等として参画した研究課題を記入すること。今までに受領した分担金等があれば研究課題に配分された研究費（直接経費）の総額と応募者に配分された分担金を、総額（分担金）として記入すること。
 (3)	様式はA4版とし、別紙に準じて適宜作成すること。

５．その他
 (1)	大学院生の教育研究指導実績については、様式、ページ数は自由とする。
 (2)	研究内容の概説および今後の展望・抱負については、様式、ページ数は自由とする。ただし、代表的論文10編の要旨の内容を取り入れて記入し、自身の研究成果に関する自己評価を加えること。また、学会等での受賞歴があれば記入しても構わない。
 (3)	教育内容の概説および今後の展望・抱負については、様式、ページ数は自由とする。
 (4)	臨床内容の概説および今後の展望・抱負については、様式、ページ数は自由とする。
(5)	その他、応募者のこれまでの活動で特記すべき事項や抱負については、様式、ページ数は自由とする。
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数

IF

被引用回数 数

IF

被引用回数

総数

第1著者 ※1

（備考）※2

第2著者

（備考）

第3著者以下

（備考）

最終著者

（備考）

総数

第1著者

（備考）

第2著者

（備考）

第3著者以下

（備考）

最終著者

（備考）

（英文）

（和文）

（英文）

（和文）

（英文）

（和文）

※1  equal contribution の第１著者については第１著者論文としてカウントする。

※2  備考には corresponding author になっている論文数を記入する。

業績のまとめ（論文数、

IF 

および被引用回数の合計）

2015年以前 2016年以降

論文

その他

原著

（英文）

原著

（和文）

総説

著書


Microsoft_Excel_97-2003_______.xls
研究業績

		業績のまとめ（論文数、IF および被引用回数の合計）

						2015年以前 ネンイゼン						2016年以降 ネンイコウ

		論文 ロンブン				数 カズ		IF		被引用回数 ヒインヨウカイスウ		数 カズ		IF		被引用回数 ヒインヨウカイスウ

		原著
（英文） ゲンチョエイブン		総数 ソウスウ

				第1著者 ※1 ダイチョシャ

				（備考）※2 ビコウ

				第2著者 ダイチョシャ

				（備考） ビコウ

				第3著者以下 ダイチョシャイカ

				（備考） ビコウ

				最終著者 サイシュウチョシャ

				（備考） ビコウ

		原著
（和文） ゲンチョワブン		総数 ソウスウ

				第1著者 ダイチョシャ

				（備考） ビコウ

				第2著者 ダイチョシャ

				（備考） ビコウ

				第3著者以下 ダイチョシャイカ

				（備考） ビコウ

				最終著者 サイシュウチョシャ

				（備考） ビコウ

		総説 ソウセツ		（英文） エイブン

				（和文） ワブン

		著書 チョショ		（英文） エイブン

				（和文） ワブン

		その他 タ		（英文） エイブン

				（和文） ワブン

		※1  equal contribution の第１著者については第１著者論文としてカウントする。
※2  備考には corresponding author になっている論文数を記入する。






